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（※ 14、15頁見開きで）(4) 指導実践をとおしてみた指導計画案の活用について

次の【資料４】は 「３年－ 学習の課題や悩みの解決」の指導実践（この指導実践は研究者、 22

が行った）を例に、指導計画案の考え方や活用の手順・方法を示したものである。

【資料４】３年「学習の課題や悩みの解決」の指導実践の概要

（※５頁の推進試案に沿って指導計画の考え方を示す）１ 「学習の課題や悩みの解決」の指導計画の考え方
ガイダンスの機能を生かす場面 進路の選択に関する題材● →

要領に示された学級活動の活動内容例とのかかわり●学習指導
「青年期の不安や悩みとその解決 「自主的な学習態度の形成と学校図書館の利用」に関する題材→ 」、

●適応と選択にかかわる

能力

●ガイダンスの機能を

充実させるための工

夫点

ねらいの明確化○ア

適時、適切な場で○イ

の指導（３年間の中

での位置付け）

よりよい内容 適○ウ （

切な内容）

効果的な方法○エ

学校のもつ教育○オ

力の発揮

自分を見つめ直す

↓

進路先の調査

↓

学習の課題や悩みの解決

↓

進路を最終決定する

↓

自分の道を切り開く

↓

進路の手続き

↓

勇気を出して自分の道を

↓

希望にあふれて

↓

上級学校への心構え

３年生二、三学期の
進路指導の流れ

◎事前アンケートの実

施と資料化

◎ピア・カウンセリン

グ

◎ロールプレイ

２ 活用の手順・方法
●題材における目標（指導計画案１）の確認

●ガイダンスの機能にかかわる能力と展開部での位置付け（指導計画案２、４）の確認

●指導の展開部の流れ（指導計画案４）の理解

（ ） 「 」 （ ）●指導上の工夫 指導計画案３ のアンケート 学習に関する不安や悩み の実施と資料化 次頁 の１２

●ピア・カウンセリングの方法の確認 「相談用紙 （次頁 、回収箱の用意。 」 ）３

●「中学生活と進路」の資料（次頁 の２など）を用いたロールプレイについて、教師によるＴＴで行う２

か、生徒に行わせるかの検討と事前練習

●教師の発問・指示・援助等（次頁 、板書事項（次頁 ）の用意１ ４）
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【○：男子、◎：女子】
○すごくいい活動だと思った。これからはアドバイスを受けたようにや
ってみようと思った。もっと勉強しようと思う。

○他の人の不安や悩みが自分に近いところもあった。もう少しアドバイ
スを書いてほしかった。受験に向けて気持ちを高めていく。

○この活動で悩みが少しとれた気がする。アドバイスの内容はまあまあ
だった。これからは、勉強好きになって、受験勉強に取り組んでいき
たいと思う。

○自分で問題点を言っておきながら、自分でもやってなかったのがあっ
。 。 。た アドバイスの内容は確かにそうだと思った やってみようと思う

◎おもしろい活動だと思いました。アドバイスを見て、少し自信が出て
きました。

◎学習についてのみんなの考えが分かった。頑張ろうと思った。分から
ないことを、絶対分かるようにする。

◎これを書いてくれた人も同じだったからちょっと安心した。勉強につ
いてみんながどう思っているかが分かって良かった。苦手教科を克服
できるように頑張る。

◎みんなもたくさん悩んでいるのが分かったし、勉強時間を多くしよう
と思う。受験勉強を頑張ってテストの点数を上げようと思う。

①
・
や
る
気
が
出
な
い

・
あ
き
る

②
・
勉
強
の
仕
方
が
×

・
苦
手
教
科

学
習
上
の
不
安
や
悩
み
を
取
り
除
き
、

学
習
活
動
の
改
善
を
図
ろ
う

①
集
中
力
を
高
め
る

生
活
リ
ズ
ム
を
正
す

・
な
が
ら
勉
強

・
夜
遅
く
の
勉
強

不
得
意

②
苦
手
意
識
を
取
り
除
く

・
苦
手
に
な
っ
た
理
由
を
突
き
止
め
る

・
分
か
る
と
こ
ろ
と
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を

明
確
に
す
る

・
自
分
の
将
来
と
結
び
付
け
る

に
も
聞
く

友
人

先
生

。Ｔ： をまとめてみました学習に関する不安や悩みのアンケート結果
Ｔ： ＴＰ提示。項目を指しながら）どれが多いと思いますか。（
Ｔ：このグラフを見ての感想や気付いたことを述べてください。
Ｔ： 生徒の発表を受けて、共通する事項を板書する）（

誰でも悩みはあるのですね。それでは、これらの悩みの原因やＴ：
解決の方法をみんなで考えていきましょう。

Ｔ： 学習課題を板書）（
「 」、「 」 。Ｔ：①番の やる気が出ない 飽きる の問題について考えます

今から、私と佐藤先生とで演技をします。何が（どんなことが）
問題なのかをよく考えながら、二人の会話を聞いてください。
（ ）Ｔ： 教師二人で 中学生活と進路 ３年p.50を基にロールプレイ、「 」

Ｔ：何が（どんなことが）問題だと思いましたか。
Ｔ： ながら勉強」と「夜遅い時間帯での勉強」に集約し、挙手に（「

よって実態確認させる。そのような勉強で能率はどうかも聞く ）。
Ｔ：やっぱり、生活リズムを正していく必要があります。
Ｔ：次に、②番の「勉強の仕方が悪い」とか「苦手教科」の問題を

どうしたらよいか考えます （ 配付）。「進路学習ワークシート」
Ｔ：では、配付したプリントの２番のところ、演技します。先生役

は私、Ａ君役を○○君、Ｂさん役を△△さんにお願いします。
Ｔ：みなさんには、この後、班に分かれて、苦手意識を取り除く方

法を話し合ってもらいます。演技の中にそれを考えるヒントがあ
りますからそれを考えながら演技を見てください。

Ｔ： ）（三人でロールプレイ
班体制になって、苦手意識を取り除く方法を話し合ってくださＴ：

班長さんが司会をして意見をまとめ、ワークシートの２番のい。
下の記入欄に、３つ記入してください。

Ｔ： 各班を巡回し、状況把握や支援をする ）（ 。
Ｔ：各班の話し合いの結果を発表してもらいます。
Ｔ： 各班から出された意見を、黒板に板書し、整理する ）（ 。
Ｔ： 板書を基に）これらが、苦手教科克服の一般的な視点ですね。（
Ｔ：次に、一人一人の悩みや不安について考えていきます。プリン

トを配ります （ ）。「相談用紙」を配付
やり方を説明します。１番に、自分の現Ｔ： 名前はまだ書かない）（

在の学習状況と不安や悩みを書きます。それを別の誰かに見ても
らってアドバイスをもらいます。ピア・サポートといいます。

Ｔ：裏の、□の中に、自分だけが分かるマークを付けてください。
Ｔ：１番に自分のことを記入します。正直に書いてください。
Ｔ： 巡回しながら作業状況の確認や支援をする ）（ 。
Ｔ：二つ折りにして、中が見えないようにして前の箱に入れます。
Ｔ： 箱は二つ用意。生徒を列毎に半分に分けて入れる箱を指定 ）（ 。

、 。Ｔ：二つの箱を交換し それぞれ中のプリントをシャッフルします
交換した箱からどれでもいいので持って行ってください。

プリントを開いて、１番の勉強の取り組みの実態や悩みをよくＴ：
みて、よいアドバイスや励ましを書いてあげてください。親身に
なって書くんですよ。

Ｔ： 巡回しながら作業状況の確認や支援をする ）（ 。
Ｔ：二つ折りにして前の箱に戻し、再交換します。自分の書いた印

のあるものを間違えないように持って行ってください。
Ｔ：２番の回答を良く読んでください。どうですか？

今日の活動を振り返ります。今日の活動全体の感想、アドバイＴ：
スを書いていた時と回答を読んでの感想を書いてください。

Ｔ： 巡回しながら作業状況の確認や支援をする ）（ 。
数人に発表してもらいます （数名に指名する ）Ｔ： 。 。

Ｔ：これをきっかけに、みんなで励まし合って良い方向へ高めてい
ってください。とにかく、友達や先生に聞くことが大切です。

プリントに名前を書いてください。集めますので。Ｔ：
Ｔ： 挨拶）みなさんの頑張りを祈っています！（

教師の発問・指示・援助等１ ※別冊資料p.108参照２ワークシート（授業用）

※別冊資料p.109参照３悩み 相談用紙 (授業用)「 」

板書事項４ 授業後の生徒の感想（抜粋）▼
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(5) 指導実践結果の分析・考察

次の【表９】～【表16】は、指導実践後に、研究協力校の担

任団の教師10名を対象に調査計画に基づいてアンケートを実施

し、その結果をまとめたものである。

ア アンケート項目１番「研究の方向性について」の問いにつ

いて

研究の方向性に関しては 【表９ 【表10】のような結果、 】、

であった。これらの結果から、①ガイダンスの機能を生かす

ところとして取り上げた四つの場面、②ガイダンスの機能を

充実させるため工夫点として取り上げた五つの観点と指導計

画への位置付け方、③適応と選択にかかわる六つの能力を指

導計画に位置付けて３年間の系統性・発展性を考えたこと、

④学習指導要領に示された学級活動の内容例とガイダンス

の機能を生かす題材とのかかわりについて、いずれもほぼ

妥当であると捉えられたことが分かる。

しかしながら、３年間の系統性・発展性については、それ

ほど評価が高くはない。これは、３年間の指導の系統性が分

かりづらいということを意味しているものと考える。また、

ガイダンスの機能を生かすことのできる題材かどうかの判断

については、活動内容例によって評価にややばらつきが見ら

れる。個々の活動内容例の中でも何を（どんな題材を）中心

に据えるかによって見解が分かれることは当然のことである

が、例えば「サ 性的な発達への適応」で「不適当」とする

意見に対しては検討が必要と考える。

イ アンケート項目２番「生徒の学校生活への適応を促すこと

にかかわって」の問いについて

生徒の学校生活への適応を促すことに関しては 【表11】、

のような結果であった。これらの結果から、本研究で提示し

た学級活動の指導計画案は、教師サイドから見て、生徒の学

校生活への適応を促す指導に大方役に立つと捉えられたこと

が分かる。

特にも、本指導計画案が 「個の思いを尊重し、自分の意、

ガイダンスの機能を生か１－(1)：
す場面について
ア 妥当 ２
イ 概ね妥当 ８
ウ やや不適当 ０
エ 不適当 ０

ガイダンスの機能を１－(2)－①：
充実させるための工夫点として取
り上げた観点について
ア 妥当 ３
イ 概ね妥当 ７
ウ やや不適当 ０
エ 不適当 ０

ガイダンスの機能を１－(2)－②：
充実させるための工夫点の指導計
画への位置付け方について
ア 妥当 ３
イ 概ね妥当 ７
ウ やや不適当 ０
エ 不適当 ０

３年間の系統性・発展性１－(4)：
について
ア 妥当 ０
イ 概ね妥当 １０
ウ やや不適当 ０
エ 不適当 ０
「注」いずれも単位：人

【表10】研究の方向性について
学習指導要領に示された学級活動の内容例とガイダンスの機能を生かす題材とのかかわりについて１－(3)：

ガイダンスの機能を生かせると判断 ガイダンスの機能を生かせないと判断
学 活 の 活 動 内 容 学 級 活 動 の 活 動 内 容 例

妥 当 不適当 妥 当 不適当概 ね 妥 当 や や 不 適 当 概 ね 妥 当 や や 不 適 当

６ ２ １学級や学校の生活 ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決

イ 学級内の組織づくりや仕事の分担処理 ２ ４ ２の充実と向上に関

８ ２すること ウ 学校における多様な集団の生活の向上

６ ２ １エ 青年期の不安や悩みとその解決

１ ８
個人及び社

オ 自己及び他者の個性の理解と尊重

３ ５ １
会の一員と

カ 社会の一員としての自覚と責任

２ ３ １
しての在り

キ 男女相互の理解と協力

６ ２ １
方、健康や

ク 望ましい人間関係の確立

２ ５
安全に関す

ケ ボランティア活動の意義の理解

１ ５ １
ること

コ 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成

２ ４ １サ 性的な発達への適応

３ ４シ 学校給食と望ましい食生活の形成

学業生活の ６ ３ス 学ぶことの意義の理解

充実、将来 ３ ４ ２セ 自主的な学習態度の形成と学校図書館の利用

の生き方と ３ ４ ２ソ 選択教科等の適切な選択

進路の適切 ８ １タ 進路適性の吟味と進路情報の活用

な選択に関 ３ ３ １チ 望ましい職業観・労働観の形成

すること ７ ２ツ 主体的な進路の選択と将来設計

注１ の活動内容例が、ガイダンスの機能を生かせると判断した題材 「注２」 合計が10人に満たない項目は無回答あり （単位：人）「 」ゴシック

生徒の学校生活への適応２－(1)：
を促す上で指導計画案が役立つか
について
ア 役立つ ３
イ まあまあ役立つ ６
ウ あまり役立たない ０
エ 役立たない ０
「注」無回答１ （単位：人）

表11】生徒の学校生活への適応【

を促すことにかかわって

【表９】研究の方向性について
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思をもとう」とさせる工夫がな

されていること 「活動のテー、

マが具体的で分かりやすい」こ

と 「不適応に対して、中学入、

学時から計画を立てて進めて」

いくようにしていることが評価

されている。

一方、本指導計画案の趣旨に

は理解を示しながらも、現実問

題として、学級活動の時間をど

のようにして確保するかという

悩みを吐露した意見もあった。

ウ アンケート項目３番「生徒の主体的な選択を促すことにかかわ

って」の問いについて

生徒の主体的な選択を促すことに関しては 【表12】のような、

結果であった。これらの結果から、本研究で提示した学級活動の

指導計画案は、教師サイドから見て、生徒の主体的な選択を促す

指導に大方役に立つと捉えられたことが分かる。

、 、「 」特にも 本指導計画案が 進路学習を行う上で多面的に働く

、「 」ように工夫されていること 考えるポイントが設定されている

こと 「学級の連帯を深め、支え合うきっかけになる」ような活、

動が工夫されていることが評価

されている。

一方、ここでも、学級活動の

時間の確保の問題が挙げられて

いる。また 「自分はどうであ、

るか」という主体性を「ガイダ

ンスの機能とどう効果的にかか

わらせて」育成するのかが不明

確という意見もあった。この点

については、３年間もしくは学

年毎の指導の系統性が分かりづ

らいということを意味している

ものと考える。

エ アンケート項目４番「学校生活への適応にかかわ

る生徒の様子について」の問いについて

学校生活への適応にかかわる生徒の様子に関して

は 【表13】のような結果であった。これらの結果か、

ら、本研究で提示した学級活動の指導計画案に基づ

いた指導によって、教師の観察からは、生徒に学校

生活への適応にかかわる効果が若干認められたこと

が分かる。

適応にかかわる具体的な生徒

の様子として 「学級目標設定、

を小グループから全体」に広げ

て指導したことが「クラスに適

した目標となり、意識化」につ

ながったこと 「活動への取り、

組みに意欲が感じられる」よう

生徒の学校生活への適応を促す上で指導計画案が役立つと思われ２－(2)：
る点について
□個から集団、そして個へ返すのが基本であるが、中１の段階では 「望ま、

しい～」ことは指導すべきだが、もっと個の思いを尊重、または考えさせ
るべきと思われる。どうしても周りに流され、自分の意志を持とうとしな
い生徒が多いように感じるから…。

□活動のテーマが具体的、分かりやすくあげられている。
□学校への不適応も考えられる生徒に対しても、中学入学時から計画を立て
て進めていけば指導できることもある。

生徒の学校生活への適応を促す上で指導計画案の改善・修正が必２－(3)：

要と思われる点について

■どこでその学活や時間をとることができるか。学校全体で前年度から計画

していくことが必要。年間計画を作る上で、どこにどの学活を入れるか考

えながら。しかし、難しい面がある。

生徒の主体的な選択を促３－(1)：
す上で指導計画案が役立つかにつ
いて
ア 役立つ ４
イ まあまあ役立つ ５
ウ あまり役立たない ０
エ 役立たない ０
「注」無回答１ （単位：人）

生徒の主体的な選択を促す上で指導計画案が役立つと思われる点３－(2)：
について
□進路学習を行う上で、多面的に働くということについて考えられる。
□各題材とも考える（思考能力）ポイントが設定されている。
□進路学習を進めていく上でかなり重要である。
□ともすれば孤独になりがちな「進路」において、ガイダンス機能が学級の
連帯を深め、支え合うきっかけになると感じました。

□（これまで）クライエント、カウンセラーという関係になって生徒がアド
バイスしたり、励まされたりする場面がなかったので （３年－ の指導、 22
実践は）とても新鮮で、生徒もアドバイスされたことがうれしかったよう
である。

生徒の主体的な選択を促す上で指導計画案の改善・修正が必要と３－(3)：
思われる点について
■どこでその学活や時間をとることができるか。学校全体で前年度から計画
していくことが必要。年間計画を作る上で、どこにどの学活を入れるか考
えながら。しかし、難しい面がある。

■最終的には「主体的な」ことを目指すので 「自分はどうであるか」とい、
うことが大切になってくると思われます 「ガイダンス機能」を、そのこ。
ととどう効果的にかかわらせていくのか…学びたいと感じました。

この指導計画案に基づいた指導によっ４－(1)：
て、生徒に、学校生活への適応にかかわる効果
が表れたか
ア そう思う １
イ どちらかといえばそう思う ５
ウ どちらかといえばそう思わない １
エ そう思わない ０
「注」無回答３ （単位：人）

生徒のどのような様子からそのように思われたのか４－(2)：
（ ）、 、イ 新年度初めのオリエンテーション期間中 学級目標決定にあたった際
少人数グループから案を出すために話し合いが十分なされ、全体での話し
合いになったときも、理由が明確化され、自分たちのアイディアの中から
さらにクラスに適した目標をキャッチコピー的な形でまとめることができ
た。その後も、折りに触れて目標を意識させやすかった。
各活動に取り組む姿勢が意欲的に感じられる。イ
話し合いの場面で自分の気持ちを伝えようという気持ちが現れ始めた。イ
直後においては意識をもって生活していると思われるが、中１は、友人関ウ
係や様々な問題から気持ちが揺れ動く時期であり、繰り返しの援助が必要
であるから。

「注」各文頭のイ、ウの囲み文字は、前表４－(1)に同じ。

【表12】生徒の主体的な選択を

促すことにかかわって

【表13】学校生活への適応にかかわる生徒の

様子について

【表11－②】生徒の学校生活への適応を促すことにかかわって
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になったこと 「話し合いで自分の気持ちを伝えよう」という姿勢が見られるようになってきたこと、

が挙げられている。

一方、指導直後は適応にかかわる効果が感じられるものの 「繰り返しの援助が必要である」との、

意見も見られた。これも、提示した指導計画の３年間もしくは学年毎の指導の系統性が分かりづら

いということを意味しているものと考える。

オ アンケート項目５番「主体的な選択にかかわる生

徒の様子について」の問いについて

主体的な選択にかかわる生徒の様子に関しては、

【 】 。 、表14 のような結果であった これらの結果から

本研究で提示した学級活動の指導計画案に基づいた

指導によって、教師の観察からは、生徒に主体的な

。選択にかかわる効果が若干認められたことが分かる

主体的な選択にかかわる具体的な生徒の様子とし

て 「他からの意見やアドバイ、

スによって、新しい考えや視野

」 、の拡大 につながっていること

「方向性を示唆することで、よ

りよい方向に向かっている」こ

と 「進路の情報収集への意識、

のある生徒が多くなったと感じ

る」こと 「進路や学習に前向、

きに頑張ろうという気持ちが感

じられるようになった」ことが

挙げられている。

一方 「選択教科の決定に当、

たって他学年の意見を聞くこと

」 。は難しい という意見があった

これに対しては、８頁の「エ

選択教科の開設状況はどうなっ

ているか」で述べたような対策

を講じることを考える。

「 」カ アンケート項目６番 その他

の問いと指導計画案に朱書して

頂いた事項について

その他に関しては 【表15】、

のとおりであった。また、提示

した指導計画案に、気付いた点

を朱書して頂いた事項をまとめ

て 【表16】に示した。、

２これらの中では、１年生の

及び の指導計画に対する改善４

や修正が必要であると考える。

以上のことから、本研究で提示

した、ガイダンスの機能を生かし

た学級活動の指導計画案は妥当で

あり、生徒の学校生活への適応と

主体的な選択を促す上でも効果が

認められたといえる。

この指導計画案に基づいた指導によっ５－(1)：

て、生徒に、主体的な選択にかかわる効果が表

れたか

ア そう思う １

イ どちらかといえばそう思う ５

ウ どちらかといえばそう思わない １

エ そう思わない ０

「注」無回答３ （単位：人）

生徒のどのような様子からそのように思われたのか５－(2)：

他の班の発表や意見を聞いたり、先生や先輩のアドバイスを聞くことで、ア

新しい考えをもったり、視野が広がったと思う。

中１は自己が確立された意志をもてる生徒は少ないと思われる。つまり、イ

周りに流されがちであり、このような形態で、一つの方向性を示唆するこ

とで、よりよい方向に向かっていると思われる。

進路に関しても積極的に情報を集めようという意識のある生徒が多くなっイ

たように感じる。

学級の仲間からのアドバイスによって、進路に関する悩みを共有し、前向イ

きに頑張ろうとする気持ちが感じられるようになった。

３Ｂでの（研究者本人が行った「学習の課題や悩みの解決」の）授業後、イ

生徒達には気軽に学習を教え合ったり励まし合ったりする場面が見られ、

大変有意義だったんだなあと思いました。また、よし頑張るぞという学習

に対する意欲を向上させる動機付けにもなったと思いました。

選択教科決定にあたって、他学年（３年）の意見（アドバイス）を聞く機無

会を設けるということは難しいのではないか。生徒の実態によって授業内

容も異なってくるので、なかなか難しいように思った。

「 」 、 、 、 。注 各文頭のア イの囲み文字と 無の白抜き文字は 前表５－(1)に同じ

その他、どのようなことでもお気付きの点６：

◎アンケートをとり、まとめることで、生徒たちが冷静に自分たちにことを

見つめることができると思う。また、発表する力、他の意見から学ぶ力が

伸びると思う。

○１年－ 「中学生になって」の「自己紹介ゲーム２」では、仲間から聞い１

たことを思い出して答えようとしていて良かった。

○１年－ 「中学生になって」の終末の感想では 「今までは気付かなかっ１ 、

た級友の一面が見られて良かった 」という感想があり、良かった。。

●１年－ 「中学生とは何か」の展開は、説明を聞くだけの流れで、もう少２

し工夫が必要である。

「 」 「 」●１年－ 学級目標を決めよう の留意点の 具体的で評価が可能なもの４

という観点を強調しすぎると、生徒は、あまりにも具体的すぎる目標を考

えてしまうところがあると思う。

●全学年の「選択教科の選択」で 「先輩の体験談を生かす」という工夫点、

は、昨年度と設置コースが異なるのでできなかった。

【表14】主体的な選択にかかわる生徒の様子
について

【表15】その他

【表16】指導計画案に朱書していただいた事項
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４ 学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方に関する研究のまとめ

本年度は、昨年度の成果を踏まえながら、①ガイダンスの機能を生かした学級活動の指導計画

を作成すること（単位時間の指導計画の作成を中心に、３年間の指導計画と各学年の指導計画を

修正すること 、②作成した指導計画案に基づいて指導実践を行い、その結果の分析と考察をとお）

して学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方の妥当性を検討すること、

③昨年度課題としていたガイダンスの機能を生かした指導計画の作成や指導実践の推進にかかわ

る留意事項への対応策を考えること、の三つを進めてきた。

ここでは、ガイダンスの機能を生かした指導計画に基づいた指導実践と、その分析・考察によ

って明らかになった成果と課題についてまとめる。

(1) 成果

ア 指導実践をとおすことによって、指導計画に沿った指導がほぼ無理なく展開できることが

確かめられたことと、活用上の留意点や改善の視点が明らかになったこと

イ 第３学年で指導実践した一つの事例を基に、単位時間の指導計画案の活用例を示すことが

できたこと

ウ ガイダンスの機能を生かした指導計画の作成の視点として考えた、①ガイダンスの機能を

生かす場面、②機能を充実させるための工夫点とその指導計画案への位置付け方、③学級活

動の題材とのかかわり、④３年間の系統性・発展性について、いずれもほぼ妥当であると受

け止められたこと

エ ガイダンスの機能を生かした指導計画案は、教師サイドから見て、生徒の学校生活への適

応や主体的な選択を促す指導に大方役に立つと捉えられたこと

オ ガイダンスの機能を生かした指導計画案に基づいた指導によって、教師の観察からは、生

徒に学校生活への適応や主体的な選択にかかわる効果が認められたこと

(2) 課題

ア ガイダンスの機能を生かす学級活動の題材を吟味すること

イ 改善・修正の必要性を指摘された指導計画案の展開を工夫すること

以上のことから、本研究で作成した、ガイダンスの機能を生かした学級活動の指導計画案は、

学校生活への適応と主体的な選択を促す上で効果があり、中学校学級活動の指導の改善に役立つ

という見通しをもつことができた。

Ⅵ 研究のまとめ

この研究は、ガイダンスの機能を生かした指導計画の作成をとおして、学校生活への適応と主体

的な選択を促す中学校学級活動の進め方を明らかにし、中学校における学級活動の指導の改善に役

立てようとするものである。

２年次研究の第１年次である昨年度は、先行研究や文献から得た資料や情報を基に、学校生活へ

の適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方についての基本的な考え方の検討、基本構想

の立案並びに推進試案の作成を行った。また、それらの結果を踏まえて、ガイダンスの機能を生か

した指導計画案（３年間の指導計画案、各学年の指導計画案）の作成を行った。

第２年次である今年度は、ガイダンスの機能を生かした指導計画案を作成（単位時間の指導計画

案を中心に作成し、それとの整合性を加味して３年間の指導計画案と各学年の指導計画案を修正）

した。そしてそれに基づいた指導実践を行い、その結果の分析と考察をとおして、学校生活への適

応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方に関する妥当性の検討を行った。

２年間の研究の成果と課題については、次のようにまとめることができる。

１ 研究の成果

(1) 学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方に関する基本的な考え方の

検討

先行研究や文献を基に、学校生活への適応と主体的な選択にかかわる六つの能力を明らかに

することをとおして、ガイダンスの機能を生かした指導計画を作成することが学校生活への適

応と主体的な選択を促す中学校学級活動を進める上で重要であるという考えを示すことができ

たこと
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(2) 学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方に関する基本構想の立案

学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動を進めるためには、ガイダンスの機能を

生かした指導計画が、一つ一つの学級活動の系統性・発展性に留意し、学校として計画的、組織

的に行うように組まれている必要があるという考え方に基づいて、基本構想を立案することがで

きたこと

(3) 学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方に関する推進試案の作成

基本構想を受けて、基本としておさえるべきことを踏まえながら、現在使用している学級活動

の指導計画の見直しと修正を行い、指導実践をとおしてさらに修正を加えることで、学校生活へ

の適応と主体的な選択を促す中学校学級活動を進めることができるという考えに基づいて、推進

試案を作成することができたこと

(4) ガイダンスの機能を生かした学級活動の指導計画の作成

指導計画の作成においては、推進試案に基づいて、①「ガイダンスの機能を生かした３年間の

学級活動の指導計画案 、②「ガイダンスの機能を生かした各学年の学級活動の指導計画案」及び」

③「ガイダンスの機能を生かした単位時間の学級活動の指導計画案」を作成することができた。

また、これらの作成にかかわる考え方や手順、関連資料等をまとめ、別冊資料として「ガイダン

スの機能を生かした学級活動指導計画案集」を作成することができたこと

(5) ガイダンスの機能を生かした指導計画の作成や指導実践の推進にかかわる留意事項

第１年次の研究の課題であった「指導計画の作成や指導実践の推進を学校全体で計画的、組織

的に進める際の、校内の組織体制の在り方」と「指導計画案を各学校で運用する上での留意点」

について、①各学校の条件を踏まえた指導計画案の作成、②校内の組織体制と指導計画作成まで

の年間の推進日程、③指導実践の計画的、組織的な推進にかかわる組織体制と連絡調整の三点か

ら整理して示すことができたこと

(6) ガイダンスの機能を生かした指導計画に基づく指導実践とその分析・考察

研究協力校における指導実践をとおして教師のアンケートからは、①指導計画作成の四つの視

点（ガイダンスの機能を生かす場面、機能を充実させるための工夫点と指導計画案への位置付け

方、学級活動の題材とのかかわり、３年間の系統性・発展性への配慮）が妥当であること、②提

示した指導計画案は、学校生活への適応と主体的な選択を促す上で役に立つこと、③生徒に、学

校生活への適応と主体的な選択にかかわる効果が見られたことが分かったこと

(7) 学校生活への適応と主体的な選択を促す中学校学級活動の進め方に関する研究のまとめ

指導実践の分析と考察により成果と課題をまとめ、推進試案に基づいて作成したガイダンスの

機能を生かした指導計画は、生徒の学校生活への適応と主体的な選択を促す上で効果があり、中

学校学級活動の指導の改善に役立つという見通しをもつことができたこと

２ 今後の課題

(1) 今回作成した単位時間の指導資料以外の、各単位時間で活用する指導資料の整備・充実を図る

こと

(2) 今回提示した指導計画案に基づく指導実践をさらに進め、指導計画案の修正・改善を行うこと

(3) 職場訪問学習や職場体験学習、高校体験入学や高校説明会などのように、長期にわたって他領

域とも連携して指導がなされる啓発的体験活動等における題材と指導の一連の流れを示すこと

おわりに

この研究を進めるにあたり、ご協力いただきました研究協力校の先生方に心からお礼を申し上げま

す。
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http://www edu pref kagoshima jp/er/edu-info/shido/h /h /s pdf. . . . 13 1309 01354.

新潟県教育庁義務教育課 平成12年度新教育課程説明会資料 適応・選択能力を高めるガイダン

http://www pref niigata jp/gimukyo/sinkatei/h /pdf/tokut pdfス機能の充実 . . . 12 1.

新潟県教育庁義務教育課 平成13年度新教育課程説明会資料 ガイダンス機能を充実させた学級

http://www pref niigata jp/gimukyo/sinkatei/h /pdf /j_tokubetukatudou PDF活動の工夫 . . . 13 2 3.

広島県立教育センター 教育相談・生徒指導情報 生徒指導の理論

http://pfrq hiroshima-c ed jp/soudan/h /sidou/ pdf3. . . 14 00202.
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【補充資料】

※ 回答欄は紙面の都合で縮小した指導実践後の「教師用アンケート」

ガイダンスの機能を生かした学級活動の指導計画案を活用した指導実践を行っての率直なご感想・ご

意見をお教えください。

年学級担任 年副担任 その他 お名前〔 〕 〔 〕 〔 〕
分掌名

指導計画案について

１ 研究の方向性にかかわって

(1) ガイダンスの機能を生かす場面について、①入学時や新学期開始時期の指導、②新たな学習や

各種の学習活動の開始時期の指導、③選択教科等の指導、④進路の選択の指導の四つを取り上げ

て、指導計画案に位置付けましたが、これについていかがだったでしょうか。

ア 妥当 イ 概ね妥当 ウ やや不適当 エ 不適当

(2) ガイダンスの機能を充実させるための工夫点として、①ねらいの明確化、②適時、適切な場で

の活動（３年間の中での位置付け 、③よりよい内容（適切な内容 、④効果的な方法（指導方法） ）

や活動形態、他の教育活動との連携 、⑤学校のもつ教育力の発揮（全教員、上級生、卒業生、地）

域の人々の活用）の五つを取り上げて、指導計画案に位置付けましたが、これについていかがだ

ったでしょうか。

① 取り上げた観点について

ア 妥当 イ 概ね妥当 ウ やや不適当 エ 不適当

② 指導計画案への位置付け方について

ア 妥当 イ 概ね妥当 ウ やや不適当 エ 不適当

(3) 学習指導要領に示された学級活動の活動内容例とガイダンスの機能を生かす題材とのかかわり

を 【下表】のようにとらえて指導計画案に位置付けましたが、これらのとらえ方についていかが、

だったでしょうか。下表のア～ツの個々の活動内容例毎に、適否に○印をお願いします。

(4) ３年間の系統性・発展性について、適応と選択にかかわる六つの能力とのかかわりでとらえて

指導計画案に位置付けましたが、これについていかがだったでしょうか。

ア 妥当 イ 概ね妥当 ウ やや不適当 エ 不適当

２ 生徒の学校生活への適応を促すことにかかわって

、 、 、 。(1) 生徒の学校生活への適応を促す上で この指導計画案は 役立つでしょうか どうでしょうか

役立つ まあまあ役立つ あまり役立たない 役立たない

（注） の活動内容例が、ガイダンスの機能を生かせると判断した題材ゴシック

ガイダンスの機能を生かせると判断 ガイダンスの機能を生かせないと判断
学 活 の 活 動 内 容 学 級 活 動 の 活 動 内 容 例

妥 当 不適当 妥 当 不適当概 ね 妥 当 や や 不 適 当 概 ね 妥 当 や や 不 適 当

学級や学校における生活上の諸問題の解決学級や学校の生活 ア

イ 学級内の組織づくりや仕事の分担処理の充実と向上に関

学校における多様な集団の生活の向上すること ウ

青年期の不安や悩みとその解決エ

オ 自己及び他者の個性の理解と尊重
個人及び社

カ 社会の一員としての自覚と責任
会の一員と

キ 男女相互の理解と協力
しての在り

望ましい人間関係の確立
方、健康や

ク

ケ ボランティア活動の意義の理解
安全に関す

コ 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成
ること

サ 性的な発達への適応

シ 学校給食と望ましい食生活の形成

学ぶことの意義の理解学業生活の ス

自主的な学習態度の形成と学校図書館の利用充実、将来 セ

選択教科等の適切な選択の生き方と ソ

進路適性の吟味と進路情報の活用進路の適切 タ

な選択に関 チ 望ましい職業観・労働観の形成

主体的な進路の選択と将来設計すること ツ
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(2) 生徒の学校生活への適応を促す上で、この指導計画案が役立つと思われる点についてご記入く
ださい。

(3) 生徒の学校生活への適応を促す上で、この指導計画案の改善・修正が必要と思われる点につい
てご記入ください。

３ 生徒の主体的な選択を促すことにかかわって
(1) 生徒の主体的な選択を促す上で、この指導計画案は、役立つでしょうか、どうでしょうか。

役立つ まあまあ役立つ あまり役立たない 役立たない

(2) 生徒の主体的な選択を促す上で、この指導計画案が役立つと思われる点についてご記入くださ
い。

(3) 生徒の主体的な選択を促す上で、この指導計画案の改善・修正が必要と思われる点についてご
記入ください。

生徒の様子について
４ 学校生活への適応にかかわる生徒の様子について
(1) この指導計画案に基づいた指導によって、生徒に、学校生活への適応にかかわる効果が表れた

と思いますか。
ア そう思う
イ どちらかといえばそう思う
ウ どちらかといえばそう思わない
エ そう思わない

、 。(2) 生徒のどのような様子からそのように思われたのかを 例にならって具体的にご記入ください

５ 主体的な選択にかかわる生徒の様子について
(1) この指導計画案に基づいた指導によって、生徒に、主体的な選択にかかわる効果が表れたと思

いますか。
ア そう思う
イ どちらかといえばそう思う
ウ どちらかといえばそう思わない
エ そう思わない

、 。(2) 生徒のどのような様子からそのように思われたのかを 例にならって具体的にご記入ください

その他
６ その他、どのようなことでも結構ですので、お気づきの点があればご記入をお願いします。

ご多用のところ、ご協力ありがとうございました。

例：年度初めのオリエンテーション期間の指導後の「中学生活への決意文」によると、生徒の多くは「学校生活や友人関係の不
安が和らぎ、友人関係も良好に築くこことができた 「中学校の生活サイクルや学習、諸活動の特徴がよく分かったので、積極」
的に活動し思い出をたくさん作りたい」等と記していた。その後の実際の場面でも、学級目標を意識してみんなで協力し合っ
て諸活動に意欲的に取り組み、落ち着いた生活ぶりであった。

例：授業後の感想等によると、多くの生徒が、学習する意義について将来の希望職業等自分の生き方と結びつけて考えるように
。 、 、 、 、なってきた また 進路に関する悩み等に対し 教師はもとより 友人・先輩・家族・身近な人々等から多角的に情報を集め

「これで解決してみよう 「これだったら自分にもできる 「この方法で自分を伸ばそう」といった様に、自らの意志と責任で」 」
より適切な選択をする生徒がみられるようになってきた。
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